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幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ

【今月の主な記事】
◉パークゴルフで気持ちのいい汗を流そう！
◉まちなかイルミネーション2016  ほか

12
December.2016
〔Vol.132〕

中
心
市
街
地

中
核
施
設

い
よ
い
よ
着
工
！



ま
ち
な
か
に

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
施
設

　

こ
の
事
業
で
は
、
新
図
書
館
な
ど
に

改
修
す
る
旧
大
丸
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

や
、
複
合
公
共
施
設
と
屋
根
付
き
の
多

目
的
広
場
を
新
築
し
ま
す
。
ま
た
、
公

募
に
よ
っ
て
選
定
す
る
民
間
事
業
者
が

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
施
設
を

整
備
す
る
旧
都
城
大
丸
本
館
跡
、
公
共

施
設
の
専
用
駐
車
場
と
な
る
旧
大
丸
立

体
駐
車
場
の
３
カ
所
で
施
設
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、図
書
館
や
複
合
公
共
施

設
、立
体
駐
車
場
な
ど
の
公
共
施
設
部

分
に
つ
い
て
10
月
、工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

中
心
市
街
地
中
核
施
設

い
よ
い
よ
着
工
！

平成30年春
開 業 予 定

　

都
城
大
丸
跡
地
な
ど
を
活
用
し
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
進
め
て
い
る
中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備

支
援
事
業
。
今
回
は
、
10
月
に
着
工
し
た
公
共
施
設
を
中

心
に
、
ま
ち
な
か
に
整
備
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

　新しい図書館は、旧大丸センターモールを改修し、
現在の図書館と比べて、延べ床面積を約３倍、閲覧ス
ペースを約４倍に拡充。親子で過ごせるファミリース
ペースや、児童・生徒が利用できる閲覧・学習コーナ
ーなどを設け、使いやすく、居心地のよい図書館とし
て整備します。また、市民活動のための交流施設を２
階に併設します。

図書館複合施設

１階にはカフェ
を併設。図書
館利用者だけで
なく、まちなか
を訪れる人の憩
いの空間として
整備します

図書館は原則、
年中無休で開
館。午前９時か
ら午後９時まで、
さまざまなライ
フスタイルに合
わせて利用でき
ます

国
道
222
号

Cプラザ

ウエルネス交流プラザ
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　天候に関わらずイベントや屋外活動ができる広
場。国道 10号沿いのアーケードと、図書館をつな
ぐ通路の役割も果たします。通常は、まちなかの憩
いの空間として、一般開放する予定です。

屋根付き多目的広場

公共施設付帯立体駐車場
　公共施設利用者の専用駐車場。駐車スペースの拡大
や照明設備を充実させるなど、明るく使いやすい駐車
場に改修します。

　公募により選定する民間事業者が、スーパーマーケ
ットとにぎわいを創出する施設を整備する予定です。

民間施設立地支援事業予定地

　子育て支援センターや、子どもが楽しめ
る新しい図書館などができることで、まち
なかに若い人たちが集まるのではないかと
期待しています。まちなかを散策してもら
い、その良さを知ってもらいたいです。に
ぎわいを取り戻すため、開業までに自分に
できることを考え、協力していきたいと思
います。

活気あふれるまちなかに

都城オーバルパティオ

理事長　秋吉清
せ い

子さん

インタビュー
公
共
施
設
は
平
成
30
年
春
に

同
時
開
業
予
定

　

着
工
し
た
公
共
施
設
は
、
平
成
29
年

末
ま
で
に
全
て
の
施
設
が
完
成
す
る
計

画
で
す
。
そ
の
後
、
図
書
や
備
品
の
搬

入
な
ど
準
備
を
進
め
、
平
成
30
年
春
に

全
て
の
公
共
施
設
を
同
時
に
開
業
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
民
間
施
設
は
事
業
者
の
公
募

を
現
在
行
っ
て
い
て
、
平
成
29
年
１
月

に
は
事
業
者
を
選
定
す
る
予
定
で
す
。

複合公共施設
　市民健康センターと、都城市子育て支援センターの
機能を移転。乳幼児健診や育児相談のほか、子どもが
遊べるスペースを一つの建物に集約することで、子育
て世代の新たな交流拠点をまちなかに創出します。ま
た、会議室や調理室を設けた交流センターも整備。市
民の交流活動の場として広く開放します。

乳幼児から小学
校低学年までを
対象にした遊戯
スペース。砂場
などを配置した
屋外遊び場も整
備します

建物の一部に
は、空調設備や
トイレを備えた
バス待合所を新
たに設置します

国道10号

ウエルネスパーキング

3　Miyakonojo City Public Relations   2016.12



パークゴルフで
気持ちのいい汗を流そう！

青空の下で、ナイス・ショット！

　近年、その手軽さと健康増進を目的に人気 が高まっているパークゴルフ。市内では 10 月、新たに志
和池中央ふれあい広場パークゴルフ場がオー プンしました。さらに、11 月には山田町のかかしの里パー
クゴルフ場がコースを増設し、その魅力を高 めています。
　今回は、パークゴルフと市内のパークゴル フ場の魅力を特集します。子どもから高齢者まで気軽に
楽しめるパークゴルフ。ぜひ、家族や職場・ 地域の仲間とプレイしてみませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　◎問い合わせ　　各パークゴルフ場

年
代
問
わ
ず
、
気
軽
に
楽
し
め

る
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
芝
に
覆
わ
れ
た

足
腰
に
も
や
さ
し
い
コ
ー
ス
で
、
専
用

の
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
、

よ
り
少
な
い
打
数
で
カ
ッ
プ
イ
ン
を
競

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

起
伏
な
ど
の
地
形
を
生
か
し
た
コ
ー

ス
に
は
、
障
害
物
が
設
置
さ
れ
る
な
ど

の
趣
向
も
凝
ら
さ
れ
て
い
て
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
と
は
異
な
り

１
本
の
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
イ
で
き
る
手
軽

さ
と
、
歩
く
こ
と
で
健
康
増
進
に
も
役

立
つ
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ラ
ン
ド

「
都
城
」

　

本
市
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
な

ま
ち
。
西
日
本
最
多
の
ホ
ー
ル
数
を
誇

る
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
高

崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
そ
し
て
今
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
志
和
池
中
央
ふ
れ

あ
い
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
3
つ
の

施
設
で
は
、
市
内
外
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

技
を
競
い
合
い
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り

に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
で
は
、
貸
し
出
し
用

の
ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い

る
の
で
、
初
め
て
プ
レ
イ
す
る
人
も
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　近年、その手軽さと健康増進を目的に人気 が高まっているパークゴルフ。市内では 10 月、新たに志
和池中央ふれあい広場パークゴルフ場がオー プンしました。さらに、11 月には山田町のかかしの里パー
クゴルフ場がコースを増設し、その魅力を高 めています。
　今回は、パークゴルフと市内のパークゴル フ場の魅力を特集します。子どもから高齢者まで気軽に
楽しめるパークゴルフ。ぜひ、家族や職場・ 地域の仲間とプレイしてみませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　◎問い合わせ　　各パークゴルフ場

か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
山
田
町
山
田
）

　

今
年
11
月
、
新
た
に
18
ホ
ー
ル
を
増

設
。
８
コ
ー
ス
・
72
ホ
ー
ル
を
有
す
る

西
日
本
最
大
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

す
。
雄
大
な
霧
島
連
山
の
麓
で
大
自
然

を
満
喫
し
な
が
ら
、
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

●
利
用
時
間　

※
（　

）
は
受
け
付
け

　

10
月
～
５
月　

9
時
～
17
時（
16
時
）

　

６
月
～
９
月　

8
時
～
18
時（
17
時
）

●
料
金
（
1
日
・
72
ホ
ー
ル
・
道
具
別
）

　

高
校
生
以
上　

５
１
０
円

　

中
学
生
以
下　

２
１
０
円

※�

貸
し
道
具
50
円
、お
得
な
回
数
券（
大

人
11
枚　

５
１
０
０
円
）
あ
り

　

か
か
し
の
里�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　

☎
64

－

３
８
８
８

高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
高
崎
町
大
牟
田
）

　

平
成
12
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

５
コ
ー
ス
・
45
ホ
ー
ル
を
有
す
る
、
南

九
州
で
最
も
歴
史
の
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
す
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ

か
、
ラ
ス
パ
高
崎
（
温
泉
）
や
、
た
ち

ば
な
天
文
台
に
も
隣
接
し
て
い
ま
す
。

●
利
用
時
間　

※
（　

）
は
受
け
付
け

　

10
月
～
５
月　

９
時
～
17
時（
16
時
）

　

６
月
～
９
月　

９
時
～
18
時（
17
時
）

●
料
金
（
1
日
・
45
ホ
ー
ル
・
道
具
別
）

　

高
校
生
以
上　

４
６
０
円

　

中
学
生
以
下　

２
１
０
円

※�

貸
し
道
具
50
円
、お
得
な
回
数
券（
大

人
11
枚　

４
６
０
０
円
）
あ
り

　

高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　

☎
45

－

８
６
０
０

志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
上
水
流
町
）

　

地
域
待
望
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
。
真

新
し
い
２
コ
ー
ス
・
18
ホ
ー
ル
は
、
１

時
間
ほ
ど
で
手
軽
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
遊
具
広
場
や
多
目
的
広
場
で
は
、
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
、
三
世
代
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
利
用
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

※
そ
の
他
の
施
設　

８
時
30
分
～
17
時

●
料
金
（
1
日
・
貸
し
道
具
代
込
み
）

　

高
校
生
以
上　

２
０
０
円

　

小
中
学
生　

１
０
０
円

　

志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
管
理

棟　

☎
36

－

２
３
１
１

２
０
１
６

都
城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

　

12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
、
か
か
し
の

里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
高
崎
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
会
場
に
「
日
本
一
の
肉
と
焼

酎
の
ふ
る
さ
と　

２
０
１
６
都
城
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
か
ら
腕
自
慢
が
集
結
。
本
市
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
魅
力
を
発
信
し
、

参
加
者
の
友
好
の
輪
を
広
げ
ま
す
。
ま

た
、
賞
品
に
は
、
本
市
自
慢
の
肉
と
焼

酎
を
取
り
そ
ろ
え
、
本
市
の
魅
力
も
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

　１日一万歩を目安に、緑の芝のコースで
プレイし、健康づくりに役立てています。
　少ない道具で、誰でも気軽に楽しめるパ
ークゴルフ。三世代でのプレイは、子ども
や孫との話題づくりにもなります。また、
プレイを通じて親しくなった仲間と参加す
る月例会や定例会も楽しみの一つ。弁当持
参で、交流とプレイを楽しんでいます。

健康づくりと仲間づくりに役立てています

南九州地区パークゴルフ協会連合会

会長　松下 國
くにひで

英さん

インタビュー
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都城郵便局

中核施設
整備予定地

MJホール

都城駅

Cプラザ

12番街イルミ

　都城の冬を彩る光の演出「まちなかイルミネーション」。今年は昨年よ りも 15万球多い、55万球が飾りつけられました。
家族や友人、そして大切な人たちと、心温まる都城の冬を楽しんでみま せんか。　◎問い合わせ　商工政策課　☎️ 23-2983

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　

新
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
中
核

施
設
の
整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
む
中
心
市
街
地
。
そ
の
取
り

組
み
に
併
せ
、
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
人

を
増
や
し
、に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
る「
ま

ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
昨
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
商
店
街
な
ど
が
連
携

し
、新
た
に
都
城
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
を
設
立
。
７
つ
の

商
店
街
・
通
り
会
や
都
城
商
工
会
議
所
、

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
に
加
え
、

都
城
駅
前
の
と
き
わ
通
り
を
含
む
４
つ

の
通
り
会
が
参

加
し
、
55
万
球

も
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
ま
ち

な
か
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
見
所

　

中
央
通
り
か
ら
西
都
城
駅
に
か
け
て
、

各
通
り
が
光
の
道
と
な
っ
て
い
て
、
ワ

ン
パ
ー
ク
や
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
も
設
置
。
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し

な
が
ら
楽
し
め
る
よ
う
、
光
の
導
線
が

一
つ
に
つ
な
が
っ
て
通
り
を
美
し
く
彩

り
ま
す
。

まちなかイルミネーシ ョン2016

東銀座通り

45番
街

東
上
町
通
り ワンパーク

ときわ通り

ウエルネス交流プラザワンパーク

ウエルネス
パーキング

Cプラザ

オーバルパティオ

ウエルネス
交流プラザ

オーバルパティオ

中核施設
整備予定地



１月９日 ㈪まで
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西
都
城
駅

牟田・宮丸大通り

ゆずり葉大通り

　都城の冬を彩る光の演出「まちなかイルミネーション」。今年は昨年よ りも 15万球多い、55万球が飾りつけられました。
家族や友人、そして大切な人たちと、心温まる都城の冬を楽しんでみま せんか。　◎問い合わせ　商工政策課　☎️ 23-2983

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
む

　

車
で
低
速
走
行
し
た
り
、
周
辺
に
駐

停
車
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
通
行
の
妨

げ
と
な
り
危
険
で
す
。
周
辺
の
駐
車
場

な
ど
を
利
用
し
、
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し

な
が
ら
、
夜
を
彩
る
光
の
演
出
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
に
合
わ

せ
、ま
ち
な
か
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

☆
ま
ち
な
か
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
場
所

に
、12
カ
所
の
ポ
イ
ン
ト
看
板
を
設
置
。

６
カ
所
を
回
っ
て
ク
イ
ズ
に
回
答
し
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
霧
島
温
泉
宿
泊
券

な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
応
募
用
紙
は
、

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
、
ワ
ン
パ
ー

ク
、
西
都
城
駅
、
応
募
箱
は
ウ
エ
ル
ネ

ス
交
流
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
関
連
す
る
イ

ベ
ン
ト
情
報
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

点灯時間：17：00～ 22：00（ワンパークは21：00まで）

まちなかイルミネーシ ョン2016

ゆずり葉大通り

円頭庵通り

牟田・宮丸大通り

12番
街

３
番
街

千
日
通
り

上町交番

合同庁舎



魅
力
あ
る
都
城
市
の

ふ
る
さ
と
納
税

市
外
の
友
人
や
親
戚
の
人
な
ど
に
お
勧
め
く
だ
さ
い

　

応
援
し
た
い
ま
ち
を
寄
附
す
る
こ
と

で
支
援
で
き
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」。本

市
は
、昨
年
度
、市
町
村
別
で
全
国
１
位

の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
事

業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、寄
附
者
は
、住
ん
で
い
る
都
道
府

県
や
市
町
村
の
住
民
税
な
ど
が
控
除
さ

れ
、寄
附
し
た
自
治
体
か
ら
は
返
礼
品

や
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
の
寄
附
金
の
使
い
道

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

寄
附
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み 

　

寄
附
金
は
、
寄
附
す
る
人
が
指
定
し

た
次
の
７
つ
の
取
り
組
み
に
役
立
て
ま

す
。

●
子
ど
も
支
援

●
ま
ち
づ
く
り
支
援

●
環
境
支
援

●
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
支
援

●
長
寿
支
援

●
災
害
対
策
支
援

●
人
口
減
少
対
策
支
援�

寄
附
金
の
活
用
事
例 

【
子
ど
も
支
援
】

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

　

共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
育
て

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
６
カ
所
追
加
設
置

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
直
営
と
委
託
を
合
せ
て
53

カ
所
を
設
置

し
て
い
て
、

放
課
後
や
土

曜
日
に
、
子

ど
も
た
ち
が

安
心
安
全
で

充
実
し
た
生

活
を
送
れ
る

場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

【
環
境
支
援
】

母
智
丘
公
園
桜
再
生
事
業

　

県
内
で
唯
一
、
日
本
さ
く
ら
名
所

１
０
０
選
に
選
定
さ
れ
た
母
智
丘
公
園
。

樹
齢
を
重
ね
、
樹
勢
に
衰
え
が
見
ら
れ

る
木
も
増
え
、
ま
た
、
台
風
16
号
で
倒

木
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
専
門
家
に
よ
る
現
状
分
析

や
地
元
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え

た
再
生
計
画
を

立
て
、
植
え
替

え
や
撤
去
、
新

規
植
樹
を
行
い
、

公
園
の
桜
を
再

生
し
ま
す
。

寄
附
者
に
贈
る
本
市
の
特
産
品

　

市
で
は
、
平
成
26
年
10
月
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
寄
附
者

に
贈
る
お
礼
の
品
を
、
日
本
一
の
「
肉

と
焼
酎
」
に
特
化
。
牛
肉
は
全
て
本
市

産
、
豚
肉
は
市
内
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
売
上
高
４
年
連
続

日
本
一
の
霧
島
酒
造
を
含
む
、
市
内
の

４
つ
の
蔵
元
が
製
造
す
る
焼
酎
を
返
礼

品
と
し
ま
し
た
。

　

自
慢
の
返
礼
品
を
通
し
て
、
本
市
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
加
え

て
、
雇
用
創
出
や
設
備
投
資
の
増
加
な

ど
地
元
へ
の
波
及
、本
市
の
財
源
確
保
、

お
客
様
意
識
な
ど
が
養
わ
れ
る
こ
と
に

よ
る
職
員
の
意
識
改
革
と
い
っ
た
、「
一

石
四
鳥
」
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、返
礼
品
を
提
供
す
る
市
内
の

事
業
者
は
64
社
。今
年
３
月
に
は
、ふ
る

さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
普
及
と
地
域
貢

献
な
ど
を
目
的
に
、都
城
市
ふ
る
さ
と

納
税
振
興
協
議
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
で
被
災
し
た
地
域
に
義
援
金
を

送
っ
た
り
、「
ふ
る
さ
と
振
興
支
援
制

度
」を
創
設
し
、環
境
保
全
や
地
場
産
業

振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
費
用
の
一
部
な
ど

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち

　
　
「
都
城
」
を
も
っ
と
元
気
に
！

　

市
外
の
人
が
、
12
月
末
日
ま
で
に
本

市
に
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
附
を
す

る
と
、
住
ん
で
い
る
都
道
府
県
や
市
町

村
の
来
年
度
の
住
民
税
な
ど
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
魅
力
あ
る
本
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
外
の
友

人
や
親
戚
な
ど
に
勧
め
て
く
だ
さ
い
。
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１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

事
業
主
の
皆
さ
ん

「
償
却
資
産
」と
は 

　

固
定
資
産
税
で
い
う「
償
却
資
産
」と

は
、土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
に
使

う
設
備
な
ど
の
こ
と
で
、課
税
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

会
社
や
個
人
で
工
場
、
商
店
、
理
・

美
容
店
、
病
院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー
ト
・

借
家
経
営
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用

す
る
構
築
物
や
機
械
、
機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た
り
ま

す
。
た
だ
し
、
事
業
用
と
し
て
使
用
し

て
い
て
も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動
車

税
（
軽
自
動
車
税
）
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
も
の
な
ど
は
、
除
き
ま
す
。

　

�

償
却
資
産
が
な
く
て
も
申
告
し
な
い

と
い
け
な
い
の
？

　

�

償
却
資
産
は
、
法
令
で
毎
年
申
告
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

や
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
申
告

が
必
要
で
す
。
正
当
な
理
由
が
な
く

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
や
、
虚
偽

の
申
告
を
し
た
場
合
は
、
罰
金
な
ど

の
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
対
象
は
全
て
申
告

　

事
業
を
営
ん
で
い
る
全
て
の
人
は
、

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
の

評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の
合
計
が

１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
固
定
資

産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
償

却
資
産
の
免
税
点
は
、１
５
０
万
円
で
す
。

　

�

確
定
申
告
の
と
き
「
減
価
償
却
資
産

申
告
」
を
す
る
予
定
で
も
、
別
に
申

告
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　

�「
減
価
償
却
資
産
申
告
」は
、確
定
申

告
な
ど
で
税
控
除
を
目
的
に
申
告
す

る
も
の
で
、課
税
を
目
的
と
す
る
固

定
資
産
税
の「
償
却
資
産
申
告
」と
は

異
な
り
ま
す
。

　

�　

事
業
用
と
し
て
市
内
に
所
有
す
る

償
却
資
産
は
、
市
長
に
対
し
て
申
告

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

工
場
や
商
店
、農
業
を
営
ん
で
い
る
、ま
た
、駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
い

る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有

状
況
に
つ
い
て
、申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４ 

申
告
の
方
法 

　

市
が
送
付
す
る
申
告
書
に
償
却
資
産

の
所
有
状
況
を
記
入
し
、
１
月
末
日
ま

で
に
資
産
税
課
、
ま
た
は
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
事
業
を
開
始
し
た
人
、

ま
た
は
、
12
月
下
旬
を
過
ぎ
て
も

申
告
書
が
届
か
な
い
人
は
、
資
産

税
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
物
の
具
体
例 

　

主
な
業
種
別
の
具
体
例
を
紹
介
し

ま
す
。

◎
飲
食
店

・
厨
房
設
備

・
冷
蔵
庫

・
レ
ジ
ス
タ
ー

・
応
接
備
品

◎
小
売
業

・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

・
冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー

・
レ
ジ
ス
タ
ー

・
食
品
ス
ラ
イ
サ
ー

◎
ア
パ
ー
ト
・
借
家
経
営

・
駐
輪
場

・
屋
根
付
き
車
庫

・
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

◎
理
・
美
容
業

・
理
美
容
い
す

・
洗
面
設
備

・
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

・
タ
オ
ル
蒸
し
器

◎
農
業

・
家
畜
用
設
備

・
農
耕
用
器
具

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◎
共
通

・
看
板

・
駐
車
場
舗
装

・
外
灯
照
明
設
備

・
受
変
電
設
備

・
空
調
設
備

・
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

チェック

ＱA

ＱA
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まちの話題

10
年
の
節
目
を
迎
え
た
文
化
の
発
信
地

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル（
M
Ｊ
）

の
開
館
10
周
年
を
祝
う
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、
10
月
22
日
と
23
日
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。市
民
参
加
の
ダ
ン
ス

や
コ
ー
ラ
ス
の
ほ
か
、
本
市
出
身
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
な
ど
の
記
念

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
。記
念
コ
ン
サ
ー

ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
同
館
の
服は

っ
と
り部

克か
つ
ひ
さ久

終
身
名
誉
館
長
の
指
揮
の
下
、
参

加
者
全
員
で「
明
日
が
あ
る
さ
」
を
熱

唱
し
、
10
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
服
部
館
長
に
み
や
こ
ん
じ
ょ
大

使
を
委
嘱
。服
部
館
長
は「
思
い
入
れ

の
あ
る
M
Ｊ
の
発
展
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」と
喜
び
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
感
謝
を
書
で
つ
づ
る

書
家
の
紫シ
シ
ュ
ー舟
さ
ん
指
導
の
下
、
大
切

な
人
へ
の
思
い
を
書
で
つ
づ
る「
ラ
ブ

レ
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
都
城
編
」
が
11

月
３
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
ら
は
、
家

族
や
友
人
へ
の
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
和
紙

に
自
由
な
書
体
で
言
葉
を
つ
づ
り
ま
し

た
。ま
た
、
今
回
は
外
国
人
市
民
も
参

加
。張チ

ョ
ウ
シ
ン
コ
ウ

振

さ
ん（
中
国
）
は
、「
紫
舟

さ
ん
に
、
自
分
の
感
情
を
筆
に
込
め
て

書
く
よ
う
に
教
わ
っ
た
。参
加
し
た
人

み
ん
な
が
楽
し
そ
う
で
、
書
道
は
国
境

を
越
え
て
外
国
の
人
の
心
に
も
浸
透
し

た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
待
望
の
公
園
施
設
が
オ
ー
プ
ン

　

志
和
池
最
終
処
分
場
内（
上
水
流
町
）
に

整
備
し
た
志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
の
落

成
式
が
10
月
15
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。地
元

環
境
整
備
対
策
協
議
会
が
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
な
ど
を
管
理
運
営
。
今
村
寛ひ

ろ
ひ
で秀
協
議
会
会

長
は「
埋
め
立
て
地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
志
和
池
を
環
境
先
進
地
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

好
き
な
み
や
こ
ん
じ
ょ
の
風
景
を
描
く

都
城
市
景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
10
月
15
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
の
自
然
や
町
並

み
な
ど
、
景
観
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
意

識
を
高
め
る
目
的
で
実
施
。「
再
発
見
！　

み

や
こ
ん
じ
ょ
の
好
き
な
風
景
」
を
テ
ー
マ
に

市
内
の
小
中
学
生
７
５
３
人
か
ら
応
募
が
あ

り
、
入
賞
者
30
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
け
る
笑
顔
、広
が
る
！

小
学
生
実
行
委
員
ら
が
自
ら
企
画
し
、
運

営
す
る
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
16

日
、
中
央
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。実
行
委
員
の
坂
元
美み

づ
き月
さ
ん（
西
小
５

年
）
は「
大
人
や
他
の
実
行
委
員
と
話
し
合

い
な
が
ら
、
お
菓
子
づ
く
り
の
準
備
を
し
た
。

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と

充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

1

MJ開館10周年記念フェスティバル

1

ラブレタープロジェクト都城編

1

子どもフェスティバル
1

都市景観図画コンクール表彰式
1

志和池中央ふれあい広場落成式
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勇
壮
な
弥
五
郎
ど
ん
に
、無
病
息
災
を
願
う

国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
が
11
月
３

日
、
的ま

と
の野
正し
ょ
う
は
ち
ま
ん
ぐ
う

八
幡
宮
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。身
の
丈
４
㍍
の
弥
五
郎
ど

ん
を
先
頭
に
、
獅
子
舞
や
み
こ
し
な
ど

約
２
０
０
人
が
浜は

ま
く
だ

殿
下
り
。弥
五
郎
ど

ん
の
衣
装
に
触
れ
る
と
、
１
年
間
無
病

息
災
に
過
ご
せ
る
と
の
言
い
伝
え
か

ら
、
沿
道
に
詰
め
掛
け
た
た
く
さ
ん
の

見
物
人
が
、
こ
ぞ
っ
て
手
を
伸
ば
し
て

い
ま
し
た
。ま
た
、
拝
殿
で
は
神か

ん
め舞

や

神か
ぐ
ら
ま
い

楽
舞
の
奉
納
の
ほ
か
、
民
俗
芸
能
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
、
舞
い

手
の
子
ど
も
ら
に
温
か
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

１
０
０
年
後
の
未
来
の
た
め
、種
を
ま
く

　

都
城
農
業
高
校
で
11
月
５
日
、創
立

１
０
０
周
年
を
祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。開
会
で
は
、在
校
生
に
よ
る
太

鼓
や
民
俗
芸
能
が
披
露
さ
れ
、会
場
の

卒
業
生
ら
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。上か

み
い
け池
恭や
す
ひ
ろ廣
校
長
は「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
現
在
、何
が
で
き
る
か
、し

た
い
か
が
問
わ
れ
る
。１
０
０
年
間
育

ん
で
き
た
本
校
の
教
育
力
と
卒
業
生
の

英
知
を
生
か
し
、今
後
も
新
し
い
力
を

育
て
る
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。新に

い
ぼ穂

地ち
へ
い平

生
徒
会
長
は「
現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、挑
戦
す
る
こ
と
が
大
事
。未

来
に
向
け
、自
分
た
ち
の
種
を
ま
く
と

き
が
き
た
」と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

山
之
口
の
文
化
の
魅
力
を
発
信

　

山
之
口
の
伝
統
や
文
化
の
魅
力
を
発
信
す

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
が
11
月
１
日
、

山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
り
線
に
は
「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」、
下
り

線
に
は
「
人
形
浄
瑠
璃
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
、
同
地
区
を
象
徴
す
る
「
し
か
け
時
計
」

を
設
置
。
し
か
け
時
計
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
駐
車
場
か
ら
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
に
連
れ
添
い
半
世
紀

結
婚
50
年
目
を
迎
え
る
夫
婦
を
祝
う
合
同

金
婚
式
が
10
月
18
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。１
４
５
組
の
夫
婦
が
参

加
。参
加
者
を
代
表
し
て
中
村
幸
一
・
フ
ミ
子

夫
妻
が「
金
婚
の
喜
び
を
皆
さ
ん
と
分
か
ち

合
い
た
い
。そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
都
城
の

た
め
、
夫
婦
で
協
力
し
合
い
役
に
立
ち
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
環
境
を
学
ぶ

都
城
市
環
境
ま
つ
り
が
10
月
22
日
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。環
境

問
題
に
関
心
の
あ
る
市
内
の
企
業
や
団
体

が
、
環
境
に
ち
な
ん
だ
展
示
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
76
ブ
ー
ス
を
出
展
。こ
の
ほ
か
、学

生
ら
が
ご
み
減
量
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
す
る

な
ど
、
来
場
者
ら
は
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

1

弥五郎どん祭り

1

都城農業高校創立100周年

1

山之口SAしかけ時計除幕式
1

環境まつり
1

合同金婚式
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の
風
景

明
治
大
学
野
球
部
　
主
将

柳
や
な
ぎ

　
裕ゆ
う
や也

　
投
手

応
援
し
て
く
れ
る
み
ん
な
へ
の
感
謝
こ
そ
が
、

自
分
の
野
球
の
原
動
力
！

明
治
大
学
野
球
部
の
球
場（
内う

つ
み海
・
島

岡
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
）。場
内
に
足
を
一
歩

踏
み
入
れ
る
と
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
部
員

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。そ
の
中

で
も
ひ
と
き
わ
輝
く
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
の
が
、
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
１
位
指
名
さ
れ
た

明
治
大
学
野
球
部
主
将
の
柳
裕
也
投
手

（
小
松
原
中
卒
）
で
す
。

小
学
３
年
生
で
志
比
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
入
部
し
た
時
か
ら
、
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
柳
投
手
。「
亡
き

父
や
見
守
っ
て
く
れ
る
母
の
支
え
が
あ
っ

た
。こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、
素
晴
ら
し

い
指
導
者
や
仲
間
に
も
、
ず
っ
と
恵
ま
れ

て
き
た
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。

小
学
生
時
代
に
全
国
優
勝
、
中
学
生
時

代
に
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
日
本
代
表
と
し

て
９
カ
国
対
抗
全
米
選
手
権
大
会
に
出
場

し
、
優
勝
し
た
柳
投
手
。そ
の
後
、
全
国

屈
指
の
強
豪
校
横
浜
高
校
に
進
学
し
、
三

度
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

明
治
大
学
で
は
エ
ー
ス
と
し
て
東
京
六

大
学
リ
ー
グ
で
活
躍
。日
本
代
表
と
し
て

も
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
や
日
米
大
学

野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
て
優
勝
す
る

な
ど
、
数
々
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
績
と
と
も
に
将
来
を
期
待
さ
れ
、

今
回
１
位
指
名
さ
れ
た
柳
投
手
は「
プ
ロ

に
な
る
夢
が
か
な
っ
て
嬉
し
い
。で
も
、

こ
こ
か
ら
が
厳
し
い
世
界
。気
を
引
き
締

め
て
頑
張
り
た
い
」
と
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
や
り
た
い
、実
現
し
た
い
と
強
く
思
い

努
力
し
て
い
る
と
、両
親
だ
け
で
な
く
、周

り
に
い
る
人
達
も
応
援
し
、支
え
て
く
れ

た
。尊
敬
す
る
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
平
川
弘

監
督
と
の
出
会
い
も
、全
国
、世
界
へ
の
扉

を
開
い
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
」と
思
い

返
し
ま
す
。

　

小
学
生
の
時
か
ら
周
り
の
期
待
を
常
に

背
負
い
な
が
ら
、野
球
と
向
き
合
っ
て
き

た
柳
投
手
。「
自
分
は
周
り
の
期
待
を
奮
起

す
る
力
に
変
え
ら
れ
る
タ
イ
プ
。今
後
、１

軍
の
座
を
勝
ち
取
り
活
躍
す
る
こ
と
が
、

応
援
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
へ
の
恩

返
し
に
な
る
」と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　

最
後
に「
常
に
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、目
標
を
高
く
持
っ
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」と
都
城
の
子
ど
も

達
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

※一個95Kcal、塩分0.5g

一日に５皿の
野菜料理を食べよう！

サツマイモと
カボチャのミルク煮

盆地生まれの元気をいただきます！ 　サツマイモはビタミンCとビタミンEが豊富に含ま
れ、美容・美肌効果のある食材。また、疲労回復効果のあ
るビタミンB１やカルシウム、リン、鉄、カリウムなど
ミネラルも豊富で、食物繊維も多く便秘解消にも効果
的です。

サツマイモは、皮の近くに食物繊維などの栄
養素が集中しているので、きれいに洗って皮
ごと食べるのがおすすめ。皮をむく場合も、
できるだけ薄くむきましょう。

● 材料（４人分）
サツマイモ…100ｇ
カボチャ……100ｇ

● 下準備
サツマイモ…�皮が付いたまま、１センチの厚さの輪切

りにし、水にさらす
カボチャ……一口大に切る

● 作り方
　①�サツマイモとカボチャを、具材が隠れる程度の水で

煮る
　②�サツマイモの周囲が透き通ってきたら湯を捨て、A

を加えて煮る
�　③�煮立つ直前に火を弱め、サツマイモとカボチャが柔

らかくなるまで煮る

　　牛乳……200cc
　　砂糖……… 小1
　　塩………小1/3

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

　

同
ス
ク
ー
ル
で
は
、
受
講
者
が
3
班

に
分
か
れ
て
、
ま
ち
な
か
の
空
き
物
件

の
活
用
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、

資
金
繰
り
や
内
外
装
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
目
線
で
検
討
し
、
事
業
計

画
を
策
定
。
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
参
加
し
た
空
き
店
舗
の
所
有

者
ら
な
ど
に
、
熱
い
思
い
を
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
提
案
し
ま
し
た
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て

　
「
ま
ち
な
か
の
再
生
の
た
め
に
、
何

か
を
し
た
い
と
思
う
仲
間
も
増
え
て
き

た
」
と
自
信
を
見
せ
る
二
宮
さ
ん
。

　

空
き
店
舗
の
再
生
を
進
め
な
が
ら
、

ま
ち
な
か
を
回
遊
し
た
く
な
る
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
、
次

な
る
目
標
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
再
生
の
こ
れ
ま
で

　

ま
ち
な
か
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
と
、
店
舗
な
ど
の
空
き
物
件
を
再
生

し
、
新
た
な
魅
力
を
創
造
す
る
「
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
き
た
二
宮
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。
昨
年
８
月
の
就
任
以
来
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
併
せ
て
、
小
売

り
や
飲
食
な
ど
８
店
舗
の
開
店
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
重
要
と
捉
え
、「
連
携
こ

そ
が
、
ま
ち
な
か
再
生
の
成
功
の
鍵
」

と
力
を
込
め
る
二
宮
さ
ん
。
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
と

補
完
し
合
う
こ
と
の
意
義
を
訴
え
か
け

て
い
ま
す
。

熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

　

10
月
に
三
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

た
、
県
内
初
と
な
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
。
市
内
外
か
ら
24
人
が
受
講

し
、
二
宮
さ
ん
も
事
務
局
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

Vol. ３

　
中
心
市
街
地（
ま
ち
な
か
）
の
活
性

化
や
魅
力
度
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
奮
闘

し
て
い
る
、
都
城
市
中
心
市
街
地
タ
ウ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二に

の
み
や宮

啓け
い
い
ち市

さ
ん
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

A
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

平
成
29
年
度

小
中
学
校
勤
務
非
常
勤
嘱
託
職
員

【
非
常
勤
講
師
（
小
学
校
算
数
）】

●
業
務
内
容　

小
学
校
に
お
け
る
算
数
の

少
人
数
指
導

●
対
象　

小
学
校
専
修
、小
学
校
1
・
2

種
、中
学
校
専
修（
数
学
）、中
学
校
1
・
2

種（
数
学
）の
教
員
免
許
保
持
者
、ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人

●
定
員　

15
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
学
校

※
２
校
兼
務
の
場
合
あ
り

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
8
時
～
13

時
の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内
（
週
20
時
間

以
内
）

●
賃
金　

時
給
２
６
３
０
円
（
予
定
）

●
申
込
方
法　

12
月
28
日
㈬
ま
で
に
履
歴

書
と
教
員
免
許
状
の
写
し
を
学
校
教
育
課

へ
持
参

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
個
別
面
接

※
模
擬
授
業
あ
り

【
特
別
支
援
教
育
支
援
員
】

●
業
務
内
容　

障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援

●
対
象　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
が
あ
る

人
（
教
員
免
許
保
持
者
ま
た
は
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
者
を
優
先
）

●
定
員　

10
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
７
時
50
分

～
16
時
20
分
（
週
37
・
５
時
間
）

※
水
曜
日
は
７
時
50
分
～
15
時
５
分

●
賃
金　

月
額
12
万
７
５
０
０
円

※
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
中
は
減
額

●
申
込
方
法　

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
を
学
校
教
育
課
へ
持
参

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
個
別
面
接

【
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

●
業
務
内
容　

学
校
図
書
館
の
運
営
補
助

や
読
み
聞
か
せ
、
読
書
指
導
な
ど

●
対
象　

読
書
お
よ
び
学
校
図
書
館
運
営

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

●
定
員　

５
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
学
校（
１
～
２
校
）

●
勤
務
時
間　

火
～
金
曜
日
の
９
時
～
15

時
の
う
ち
１
日
５
時
間
（
週
20
時
間
）

●
賃
金　

月
額
６
万
５
千
円（
８
月
は

７
千
円
程
度
、３
月
は
勤
務
な
し
）

●
申
込
方
法　

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
を
学
校
教
育
課
へ
持
参

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
個
別
面
接

※
作
成
掲
示
物
の
審
査
あ
り

　
学
校
教
育
課
　
☎
23

－

９
５
４
４

火
山
噴
火
・
水
害
・
地
震
な
ど

災
害
に
関
す
る
記
録
を
提
供
く
だ
さ
い

　

過
去
に
起
き
た
災
害
の
記
録
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
災
害
に
関
す
る
写
真
や
文

書
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
た
だ
し
、
無
償

提
供
に
限
り
ま
す
。
提
供
い
た
だ
い
た
も

の
の
一
部
は
、次
の
期
間
に
展
示
し
ま
す
。

　

応
募
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

【
平
成
28
年
度
巡
回
企
画
展
「
都
城
市
内
の

遺
跡
か
ら
見
た
災
害
の
爪
あ
と
（
無
料
）」】

●
期
間
　
１
月
18
日
㈬
～
23
日
㈪

●
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　
12
月
26
日
㈪
ま
で
に
文
化
財
課　

　
　
　

☎
23

－
９
５
４
７

推
薦
く
だ
さ
い

社
会
教
育
功
績
者
・
優
良
団
体

●
部
門
・
対
象

社
会
教
育
功
績
者

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
に
所
属
し
、

お
お
む
ね
15
年
以
上
、
社
会
教
育
の
振
興

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
業
績
が
全

市
的
に
認
め
ら
れ
る
人

社
会
教
育
関
係
優
良
団
体

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
で
、
そ
の
運

営
と
活
動
が
お
お
む
ね
10
年
以
上
に
わ
た

り
充
実
し
て
い
て
、
そ
の
業
績
が
全
市
的

に
認
め
ら
れ
他
の
模
範
と
な
る
団
体

　
推
薦
調
書
と
参
考
に
な
る
資
料
を

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

☎
23

－

９
５
４
５

大
書
初
め
大
会
参
加
者
（
無
料
）

　

都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
制
作
者
で
、
書
家

の
紫シ

シ
ュ
ー舟
さ
ん
指
導
の
下
、
新
年
の
目
標
な

ど
を
書
く
、書
初
め
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
７
日
㈯　

13
時
～

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

１
５
０
人　

※
申
し
込
み
順

　
総
合
政
策
課
、市
役
所
１
階
総
合

案
内
、各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布

す
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、持
参
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー

ル
で
総
合
政
策
課

☎
23

－

７
１
６
１　

FAX
�

23

－

２
６
７
５

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp
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INFORMATION

新
春
書
初
め
大
会
参
加
者

●
日
時　

１
月
６
日
㈮　

９
時
～
12
時

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

●
持
参
す
る
も
の　

書
道
道
具
一
式

　
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
山
之
口
地
域

振
興
課　

☎
57

－

３
１
１
１

都
城
新
体
操
実
演
会
（
無
料
）

　

男
子
新
体
操
の
強
豪
校
・
小
林
秀
峰
高

校
新
体
操
部
な
ど
に
よ
る
実
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

17
時
～
18
時
30
分

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

　
小
林
体
操
会
（
佐
野
）

　
　

☎
０
９
８
４

－

23

－

５
２
０
４

ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

水道管の凍結に注意しましょう！
　気温がマイナス４度以下のときや、一日中
氷点下の真冬日が続いたときは、水道管が凍
結したり破裂しやすくなったりします。
　また、風が強い日などは、氷点下にならな
くても凍結する場合があります。凍結を防ぐ
ため、事前の対策を心掛けましょう。

◎問い合わせ　水道局業務課　☎23-4510

●露出している水道管に保温材を巻く
　布きれや発泡スチ
ロールなどで覆い、
濡れないように上か
らビニールテープを
巻き付けましょう
●メーターボックスに保温材を入れる
　細かく砕いた発
泡スチロールやタ
オルなどを、濡れ
ないようビニール
袋に入れ、メータ
ーを覆うように詰めましょう
●飲料水や生活用水を確保する
　１日に必要な飲料水の量は、１人３㍑と
いわれています。いざというときに備え、
最低３日分は確保しておきましょう
●水道管が破裂したときはすぐに止水する
　応急措置として、メーターボックスの中
にある止水栓を時計回りに閉めてくださ
い。その後、指定給水工事店へ
修理依頼をしてください
※�指定給水工事店は、市ホーム
ページに掲載

ビニール
テープ

布きれなど

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

非
常
勤
嘱
託
調
査
員

●
対
象　

考
古
学
学
芸
員
の
有
資
格
者
、

ま
た
は
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
や
本
調
査
に

従
事
し
有
資
格
者
と
同
等
の
考
古
学
の
知

識
を
持
つ
人
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
執
筆

の
実
績
が
あ
り
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

若
干
名

●
雇
用
期
間　

平
成
29
年
４
月
～
９
月
ま

で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
勤
務
状
況
に
応

じ
て
６
カ
月
更
新
（
最
長
３
年
間
）

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時
（
週
４
日
勤
務
）

●
賃
金　

月
額
20
万
円
（
雇
用
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
）

　
12
月
12
日
㈪
～
１
月
20
日
㈮
に
、

履
歴
書
を
文
化
財
課
（
菖
蒲
原
町
）
へ
持

参　

☎
23

－

９
５
４
７

宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
者

●
日
程　

５
月
14
日
㈰

※�

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
ボ
ッ
チ
ャ
は
５
月
７
日
㈰

●
場
所　

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技
（
部
門
）　

【
個
人
】
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）、
水

泳
（
身
体
・
知
的
）、
卓
球
（
身
体
・
知

的
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ウ

リ
ン
グ
（
知
的
）、
ボ
ッ
チ
ャ
（
身
体
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
精
神
）

　
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課

☎
23

－
２
９
８
０　

FAX
�

24

－

１
１
８
８メーター 止水栓
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
（
無
料
）】

●
日
時　

12
月
10
日
㈯　

10
時
～
14
時

●
場
所　

希
親
会
ぱ
れ
っ
と
（
蓑
原
町

８
２
４
１

－

３
）　

※
要
申
し
込
み

　
希
親
会
ぱ
れ
っ
と
（
徳
田
）

　
　
　

☎
46

－

１
８
３
０

【
熊
本
震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
絵
画
展
（
無
料
）】

●
日
時　

12
月
10
日
㈯
～
12
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
18
時

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー　

ビ
助
っ
人
（
三
原
）

　
　

☎
57

－

７
７
４
４

【
青
空
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時
・
場
所

12
／
11
㈰　

９
時
～
10
時　

神
柱
公
園

※�

雨
天
時
は
ス
タ
ジ
オ
ペ
チ
カ
（
オ
ー
バ

ル
パ
テ
ィ
オ
２
階
）

１
／
８
㈰　

８
時
～
９
時　

神
柱
公
園

※�

雨
天
時
は
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）

●
費
用　

各
５
０
０
円

※�

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

12
月
21
日
㈬　

14
時
～
15
時

●
場
所　

宮
丸
認
定
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

【
子
育
て
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
】

●
日
時　

１
月
13
日
㈮　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

ス
タ
ジ
オ
ペ
チ
カ
（
オ
ー
バ
ル

パ
テ
ィ
オ
２
階
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
定
員　

10
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
（
食
事
代
含
む
。
食
事
が

必
要
な
子
ど
も
は
２
０
０
円
）

　
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
婚
活
支
援　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
】

●
日
時　

12
月
11
日
㈰　

15
時
～

●
集
合
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
費
用　

千
円　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

会
員
制
（
３
カ
月
３
千
円
）

【
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会
】

●
日
時　

12
月
10
日
㈯
・
15
日
㈭
・
29
日

㈭　

19
時
～
22
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
そ
の
他　

会
員
制
（
３
カ
月
３
千
円
）

　
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
児
童
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
よ
う
！（
無
料
）】

●
日
時　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

梅
北
児
童
館

※
要
申
し
込
み

【
児
童
館
で
国
際
交
流
会
を
し
よ
う
！（
無
料
）】

●
日
時　

１
月
６
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
場
所　

梅
北
児
童
館

※
申
し
込
み
不
要

　
子
育
て
ネ
ッ
ト
お
ひ
さ
ま
と
は
ら

っ
ぱ
（
濱
松
）　

☎
39

－

５
８
６
６

【
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
！
】

●
日
時　

12
月
17
日
㈯　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

社
会
福
祉
会
館
（
松
元
町
）

●
対
象　

小
学
３
年
生
ま
で
の
親
子
10
組

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
組
９
０
０
円

※�

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は
事
前
に
相
談

く
だ
さ
い

　
こ
こ
ろ
の
家
ハ
ー
ト
会（
上

か
み
こ
く
り
ょ
う

國
料
）

☎
０
８
０

－

６
４
３
１

－

１
６
２
７

【
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
20
周
年
記

念
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
】

●
日
時　

12
月
23
日
㈮　

９
時
～

●
場
所　

ど
ん
ぐ
り
村
こ
ど
も
自
然
塾

（
上
水
流
町
）

●
費
用　

千
円
（
昼
食
代
・
保
険
料
含
む
）

※
要
申
し
込
み

　
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ

く
る
会
（
德
永
）　

☎
57

－

５
２
２
８

【
も
ち
つ
き
大
会
＆
特
別
乗
馬
体
験
会
】

●
日
程　

12
月
18
日
㈰　

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘（
山
田
町
中
霧
島
）

●
費
用　

５
０
０
円
（
４
歳
以
下
は

２
０
０
円
）

※
乗
馬
代
は
別
途
必
要
。
要
申
し
込
み

【
お
し
る
こ
づ
く
り
と
ヤ
マ
メ
釣
り
＆
特

別
乗
馬
体
験
会
】

●
日
時　

１
月
15
日
㈰　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘（
山
田
町
中
霧
島
）

●
費
用　

千
円

※
乗
馬
代
は
別
途
必
要
。
要
申
し
込
み

　
都
城
ふ
れ
あ
い
の
丘
・
里
山
カ
レ

ッ
ジ
（
中
島
）　

☎
64

－

０
０
５
０

広報 都城 平成28年12月号　16



INFORMATION ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

平
成
28
年
度
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

災
害
と
む
き
あ
う
人
（々
無
料
）

　

南
九
州
を
中
心
に
、
過
去
に
起
こ
っ
た

災
害
と
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
、

今
後
起
こ
り
得
る
災
害
へ
の
対
応
を
考
え

ま
す
。

●
日
時　

１
月
22
日
㈰

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　
文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

都
城
島
津
伝
承
館
収
蔵
史
料
展

都
城
と
都
城
島
津
家

　

都
城
島
津
家
の
史
料
を
基
に
、
地
域
の

歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
　
12
月
３
日
㈯
～
１
月
15
日
㈰

●
場
所
　
都
城
島
津
伝
承
館

●
観
覧
料
　
大
人
２
１
０
円
、
高
校
・
大

学
生
１
６
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
20
人
以
上
の
団
体
割
引
あ
り

　
都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や

こ
の
じ
ょ
う
（
無
料
）

●
日
時
　
１
月
22
日
㈰　

13
時
～
17
時

●
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

世
界
各
国
の
文
化
の
紹
介
や
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

●
そ
の
他
　
古
切
手
（
無
傷
の
も
の
）、

書
き
損
じ
た
は
が
き
が
あ
れ
ば
、
当
日
会

場
へ
持
参
く
だ
さ
い

　
都
城
国
際
交
流
協
会

　
　

☎
23

－

２
２
９
５

新
年
の
霧
島
六ろ
く
し
ゃ社
権ご
ん
げ
ん
現
バ
ス
ツ
ア
ー

●
日
時　

１
月
22
日
㈰　

９
時
30
分
～

●
集
合
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

●
定
員　

40
人

※�

申
し
込
み
順
。
小
学
生
以
下
は
要
保
護

者
同
伴

●
費
用　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
保
険

料
含
む
）

　
１
月
19
日
㈭
ま
で
に
み
や
こ
ん

じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
東
）

☎
０
９
０

－

４
５
８
９

－
４
４
５
１

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

12
月
22
日
㈭　

11
時
～

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

１
月
14
日
㈯　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

１
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

大
工
さ
ん
と
鬼
六　

ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

12
月
24
日
㈯　

11
時
～

　
高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
劇
団
風
の
子
九
州
舞
台
劇
「
い
ま
か
ら

い
え
で
に
い
っ
て
き
ま
す
」】

●
日
時　

12
月
21
日
㈬　

18
時
50
分
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
そ
の
他　

会
員
制
。
当
日
入
会
可

　
み
や
こ
の
じ
ょ
う
こ
ど
も
劇
場
（
今

村
）　

☎
52

－

４
９
４
７

　自家栽培のカボチャを食べさせたブランド豚
「豚

とん

ぷきん」を生産しています。３年前に、市の補
助制度を使って直売所をオープン。イベントで
コロッケなどを販売し、徐々に評判が広まりま
した。脂身が甘く、ほどよいサシが入っているの
が特徴の豚ぷきん。たくさんのお客さんに愛さ
れるよう、丹精こめて育てています。

㈲スワイン清藤

清
せ い と う

藤舞子さん、清藤奈々子さん

6次産業化に取り組む
事業者を紹介します。6次化だより

黒豚直売所　豚ぷきん
（太郎坊町 942-1）
☎ 070-5274-5736
10：00 ～ 18：30

17　Miyakonojo City Public Relations   2016.12



毎月第３日曜日は「家庭の日」

図
書
館
ま
つ
り
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

12
月
17
日
㈯　

13
時
30
分
～

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
の
宮
田
若

奈
さ
ん
に
よ
る
講
演　

※
申
し
込
み
不
要

　
市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」

大
交
流
会
（
無
料
）

　

介
護
予
防
の
た
め
に
各
自
治
公
民
館
な

ど
で
実
施
し
て
い
る
「
こ
け
な
い
か
ら
だ

づ
く
り
講
座
」の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
17
日
㈫　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
５
０
０
人　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

講
演
、菖
蒲
原
地
区（
妻
ケ
丘
）・

今
屋
地
区
（
庄
内
）
の
取
り
組
み
紹
介

　
介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

潜
在
保
育
士
復
職
研
修（
全
４
回
）

●
日
時　

１
月
28
日
㈯
、
2
月
４
日
㈯
・

18
日
㈯
・
25
日
㈯　

９
時
～
12
時
30
分

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象
・
定
員　

保
育
士
の
有
資
格
者
で

復
職
を
希
望
す
る
人
・
15
人

※
要
申
し
込
み

●
申
込
方
法　

氏
名
、
電
話
番
号
、
保
育

士
資
格
取
得
年
、
託
児
希
望
の
有
無
、
研

修
名
を
記
入
し
、
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
南

九
州
大
学
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

　

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部

☎
21

－

２
１
１
１　

FAX
�

21

－

２
１
１
３

child@
nankyudai.ac.jp

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
科
目
・
日
時
・
開
講
日
・
期
間
・
費
用

洋
裁
科 　

※
定
員
５
人

毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

１
／
５
㈭　

６
カ
月　

４
万
円

洋
裁
科 　

※
定
員
５
人

隔
週
土
曜
日　

９
時
～
13
時

１
／
14
㈯　

６
カ
月　

２
万
円

着
付
科

毎
週
木
曜
日　

①
10
時
～
12
時
、
②
13
時

～
15
時
、
③
19
時
～
21
時

１
／
５
㈭　

３
カ
月　

１
万
１
０
０
０
円

手
編
科

毎
週
火
曜
日　

10
時
～
15
時

１
／
10
㈫　

１
年　

５
万
円

は
じ
め
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

（
ｊ
ｉ
ｍ
ｄ
ｏ
）

毎
週
火
・
金
曜
日　

19
時
～
21
時

１
／
10
㈫　

２
カ
月　

３
万
円

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

基
礎
コ
ー
ス

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
～
21
時

１
／
12
㈭　

２
カ
月　

３
万
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科

隔
週
金
曜
日　

９
時
～
12
時

１
／
13
㈮　

６
カ
月　

２
万
１
０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科

隔
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時

１
／
14
㈯　

６
カ
月　

２
万
１
０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室（
全
10
回
）

　

離
れ
た
的
に
矢
を
放
ち
、
得
点
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
30
日
㈪
ま
で
の
毎
週
月
曜

日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
）

　

コ
ス
モ
ク
ラ
ブ
都
城
（
押
川
）

☎
０
８
０

－

２
７
７
２

－

１
８
１
８

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

英
会
話
教
室

毎
週
月
曜
日　

９
時
20
分
～
10
時
20
分

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

豪
華
な
し
め
縄
作
り

12
／
15
㈭　

10
時
～
12
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
８
５
０
円　

締
め
切
り
：
12
／
10
㈯

お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

12
／
28
㈬　

10
時
30
分
～
12
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
５
５
０
円　

締
め
切
り
：
12
／
19
㈪

　
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

広報 都城 平成28年12月号　18



INFORMATION まちなかイルミネーションは、１月９日㈪まで

平成 29 年度

放課後児童クラブ入会申し込み
◎問い合わせ　保育課　☎23-4894

●対象
①市内の小学校に在学する児童
②�保護者、同居の親族が次のいずれかに該当する児童
・居宅外で働いている
・�居宅内で児童と離れて、家事以外の仕事をしている
・求職活動で日中居宅外にいる（最長６カ月）
・妊娠中または出産後間がない
・�疾病や負傷、または精神もしくは身体に障がいを有して
いる
・�長期にわたり、疾病の状態にある、または精神もしくは
身体に障がいを有する同居の親族を常に介護している
・�震災や風水害、火災その他の災害の復旧に従事している
●申込方法　保育課、各児童クラブで配布する申請書に必
要事項を記入し、「就労（就学）証明書」または「入会要
件申立書」を添えて、12月５日㈪～１月27日㈮の期間に
各児童クラブ、または保育課へ提出。また、「口座振替依
頼書」は金融機関に提出してください

※ 他にも市が委託して実施している児童クラブがあります。
詳しくは市ホームページを確認ください

児童クラブ名 実施場所 定員 電話番号
川東小放課後児童クラブ 川東小学校 40 人 24-1161
大王小放課後児童クラブ 大王小学校 50 人 26-9571
祝吉小放課後児童クラブ 祝吉小学校内専用棟 70 人 22-4337
志和池保育児童館放課後児童クラブ 志和池保育児童館 30 人 36-0516
梅北小放課後児童クラブ 梅北小学校 40 人 39-2885
丸野小放課後児童クラブ 丸野小学校 20 人 36-0538
今町小放課後児童クラブ 今町小学校 30 人 39-2661
つくしんぼ放課後児童クラブ 旧山之口幼稚園 40 人 57-4262
有水小放課後児童クラブ 有水小学校 40 人 59-9480
石山小放課後児童クラブ 石山児童館 25 人 58-6066
木之川内小放課後児童クラブ 木之川内小内専用棟 30 人 64-3368
山田小放課後児童クラブ 山田小学校 30 人 64-2041

健
康
ラ
イ
フ
教
室

●
内
容
・
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用

糖
尿
病
に
関
す
る
講
話
（
無
料
）

１
／
12
㈭　

13
時
30
分
～
15
時

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室

50
人
程
度

糖
尿
病
予
防
の
食
事
に
関
す
る
講
話
と
調

理
実
習　

※
講
話
の
み
の
参
加
も
可

１
／
24
㈫　

９
時
30
分
～
13
時

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調
理
室

30
人
程
度　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

　
健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
22
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

心
臓
病
・
脳
卒
中
予
防
に
関
す

る
講
演

　
国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

応
急
手
当
講
習
・
救
命
入
門

コ
ー
ス
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
13
日
㈫　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
、
ま

た
は
通
勤
・
通
学
す
る
人

●
定
員　

30
人
程
度　

※
申
し
込
み
順

　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－
８
８
８
３

親
子
パ
ン
作
り
教
室

●
日
時　

12
月
17
日
㈯　

11
時
～
13
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
千
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

　
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

●
費
用　

５
０
０
円
～

　
陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－

６
１
５
０

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
１
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

ふ
ぐ
調
理
師
試
験

●
日
程

（
学
科
・
実
技
Ⅰ
）
２
月
６
日
㈪

（
実
技
Ⅱ
）
２
月
６
日
㈪
ま
た
は
７
日
㈫

※�

受
験
人
数
に
よ
り
、
６
日
の
み
の
開
催

と
な
る
場
合
あ
り
。
時
間
は
受
験
票
で

通
知

●
場
所　

宮
崎
市
保
健
所

●
受
験
料　

７
千
円

●
申
込
方
法　

12
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
に
、

営
業
所
ま
た
は
就
業
地
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
保
健
所
に
願
書
を
提
出

　
都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同
士

で
交
流
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
㈯　

11
時
30
分
～
14
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

調
理
室

●
内
容　

料
理
教
室　

※�

要
申
し
込
み
。
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を

持
参　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－
２
１
２
３

季
節
陶
芸　

福
招
き
の
絵
付
け
教
室

●
日
時　

１
月
５
日
㈭
～
10
日
㈫

①
10
時
～　

②
13
時
30
分
～

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

●
定
員　

20
人
　
※
要
申
し
込
み

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

12
月
13
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

12
月
20
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
、
総
合
的
な
妊

娠
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

12
月
16
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８
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INFORMATION

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し

て
、
祝
吉
自
治
公

民
館
が
屋
外
放
送

設
備
を
整
備
し
ま

し
た
。
地
域
の
連

絡
が
素
早
く
広
範

囲
に
で
き
る
こ
と

か
ら
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

子育て支援センター行事予定 一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

●
日
時

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

●
日
時

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

２
９
８
０

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　
み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　
都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

新
商
品
開
発
を
行
う
団
体
な

ど
を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
商
品
開
発
を
行
う
、
中
山
間

地
域
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区　

志
和
池
、
庄
内
、
西
岳
、

中
郷
、
山
之
口
、
高
城
、
山
田
、
高
崎

●
助
成
金
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
50
万
円
）

●
交
付
回
数　

年
１
回
で
、
２
回
ま
で

　
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
、
事
業
計
画

書
を
総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

まちなかイルミネーションは、１月９日㈪まで

◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659

12/19�㈪
13時30分～

赤ちゃんパーク・集いの日「クリスマス会」
場所：総合社会福祉センター
対象：０、１歳の親子　※要申し込み

12/21�㈬
10時～

マタニティの会
「妊娠中の栄養管理について」
対象：妊婦　※要申し込み

１/11 �㈬
10時～

子育て広場「小麦粉粘土遊び」
場所：中郷地区公民館　※要申し込み

１/16 �㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊婦
さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	
12/15�㈭
９時30分～

なかよし広場「遊びを楽しもう!!　リズ
ム体操や手遊び」�対象：２歳児以上

12/19�㈪
９時30分～

なかよし広場「遊びを楽しもう!!　絵本
や手遊び」�　対象：０、１歳児

12/20�㈫
10時～

マタニティ classプチプチ「調理実習」
場所：東部保健センター　費用：500円
※エプロン三角巾を持参。要申し込み

12/21�㈬
10時～

発達・療育・遊びの日「ウルトラマン教室」
「子育ての悩みや発達の不安を気軽に
話そう」　※要申し込み

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171
12/ ８�㈭
10時～

にこにこ教室
「クリスマスの三角帽作り」

12/22�㈭
10時～

クリスマス会「お楽しみ会＆会食」
定員：15組　※電話申込は不可

１/５ �㈭
10時～ 身体測定　※今回は保健指導なし

１/20 �㈮
10時30分～ みんなで遊ぼう「ふれあい遊び」

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587

12/15�㈭
10時～

かぞくといっしょ
「上長飯認定こども園で人形劇鑑賞会」
定員：15組　※要申し込み

12/16�㈮
10時～

女子力ＵＰママの広場
「南九州大学の先生によるクリスマス
リース作り」
定員：10組　※要申し込み

12/21�㈬
10時30分～

子育てカフェ
「南九州大学の先生による子育て相談会」

１/13 �㈮
10時30分～ 誕生会「12月・１月生まれ」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027
12/21�㈬�
10時30分～

のんちゃんの筆あそび
「楽しい絵はがき作り」

12/27�㈫
10時30分～

お正月の生花飾りを作ろう
「身近な花を使った正月飾り作り」

１/６ �㈮
10時30分～

春の七草を探しに行こう
「近くを散策しながら七草探し」

１/11 �㈬
10時30分～

凧を作ってみんなで上げよう
「親子で凧作りと凧揚げ」
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

都
城
市
長
選
挙
・
都
城
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
当
選
者

　

11
月
13
日
㈰
に
執
行
し
た
都
城
市
長
選

挙
（
無
投
票
）
と
、
都
城
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
の
当
選
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
４

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
、
次
の
計
画
な
ど
を
策
定
す
る

に
当
た
り
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

各
計
画
な
ど
の
担
当
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
本
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
締
切　

１
月
５
日
㈭
ま
で

●
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に
設
置
し
て

あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」
を
提
出
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す

県全体 278件 （昨年　＋35）
１位 日向 58 （昨年　＋４）
２位 宮崎北 56 （昨年　＋16）
３位 都城 46 （昨年　＋24）
４位 高鍋 30 （昨年　＋７）
５位 宮崎南 24 （昨年　−１）
※平成28年１月１日～ 10月31日まで

警察署別飲酒運転検挙件数

市長選挙
当選者

池田宜永（45）広瀬功三（60）

市議会議員補欠選挙
当選者

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
各
計
画
な
ど
の
担

当
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
、
公
表
の

場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や
氏
名

な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、

市
の
考
え
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す【都
城
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）】

　

市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
な
ど
を
対
象

に
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
に
つ
い

て
、そ
の
基
本
と
な
る
計
画
を
定
め
ま
す
。

　
管
財
課

☎
23

－

２
６
７
２　

FAX
�

23
－

２
６
２
５

kanzai@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

【
都
城
市
教
育
大
綱
（
案
）】

　

本
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
お
よ
び
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策

に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
と
な
る
方
針
を
定

め
ま
す
。

　
総
合
政
策
課

☎
23

－

７
１
６
１　

FAX
�

23

－

２
６
７
５

gyokaku@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散
防
止

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
、
強
風
に
よ

り
鉄
塔
や
電
線
に
巻
き
付
く
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
鉄
塔
や
電
線
に
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
が
巻
き
付
く
と
、
家
庭
や
工
場
に

送
電
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
飛
散
防
止

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
㈱
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
宮
崎
支
社
都
城

工
務
所　

☎
23

－

６
１
２
４

本
市
の
現
状

　

都
城
警
察
署
管
内
の
飲
酒
運
転
検
挙

件
数
は
、
平
成
25
年
と
26
年
が
県
内
ワ

ー
ス
ト
１
位
。
昨
年
は
同
ワ
ー
ス
ト
３

位
で
し
た
が
、
現
在
も
飲
酒
運
転
で
検

挙
さ
れ
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で

す
。

　

飲
酒
運
転
は
、重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
極
め
て
悪
質
で
危
険

な
犯
罪
で
す
。

　

市
で
は
、飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
に
、朝
夕
の
街
頭
啓
発

活
動
な
ど
、飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

飲
酒
運
転　

し
な
い
さ
せ
な
い

み
ん
な
の
チ
カ
ラ

　

12
月
は
、
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る

こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転

は
、
運
転
し
た
人
だ
け
で
な
く
、
同
乗

者
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
提
供
し
た
人
も
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
心
掛
け
で
、
都
城
市
か

ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

　

11
月
17
日
現
在
、
県
内
の
交
通
事
故

死
者
数
は
33
人
で
、
そ
の
う
ち
25
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
都
城
警
察

署
管
内
で
も
、
歩
行
中
の
高
齢
者
の
死

亡
事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
を
し
っ
か

り
確
認
し
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、

反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
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INFORMATION MRTラジオ「みやこのじょうドキドキナビ」がradiko.jpで楽しめます

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

※�診療機関は変更すること
があります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認してく
ださい

医療機関名 電話番号

12
月
23
日
㈮

久保原田中医院（ 内・小） 22-7700
鵜木循環器内科医院（循・内）26-0008
田中隆内科 52-0301
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 80-4313
もちお蛯原医院（ 整・形） 21-5355
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 46-9191
土持歯科クリニック 25-1515

12
月
25
日
㈰

政所医院（ 小・内） 58-2171
宮永病院（ 内・胃・外） 22-2015
しげひらクリニック（ 内） 27-5555
山路医院（ 外・内） 64-3133
ながはま整形外科（ 整） 46-7188
小山田眼科医院 22-0710
シゲシロ歯科医院 24-7833

12
月
29
日
㈭

沖水こどもクリニック 27-5656
藤元総合病院（ 内） 22-1717
戸嶋病院（ 内） 22-1437
野口脳神経外科（ 脳） 47-1800
飯田整形外科クリニック 46-5115
吹上耳鼻咽喉科医院（ 耳鼻）21-4133
井上歯科医院 22-3883

12
月
30
日
㈮

仮屋医院（ 内・小） 36-0521
有川呼吸器内科医院（呼・内）24-6677
園田光正内科医院 38-5115
川畑医院（ 外・胃） 46-3225
酒井皮膚科医院 25-5322
やの耳鼻咽喉科（ 耳鼻） 27-5222
さくら歯科・小児歯科 46-3428

12
月
31
日
㈯

教山内科医院（ 内・小） 62-1205
柏村内科 22-2616
ひかりクリニック都城（内・循・消）26-1820
吉見クリニック（ 外・整・内）58-5633
速見泌尿器科医院 24-8344
永吉眼科医院 22-1530
やまのくち歯科 57-5588

●休日当番薬局
月日 薬局名

12月23日㈮ わかば、さわやか、サンライト、
もちおさくら、ハートハンズ

12月25日㈰ 高城、プリマリー、セイシェル、
そうごう山田、みやこ、みどり

12月29日㈭ 沖水、かかりつけ、つかさ、日研、友愛

12月30日㈮ そうごう志和池、きたはら、
そうごう上川東、ケーアイ

12月31日㈯ 日研、つくし、グリーン、妻ケ丘、マリンバ

みやざき医療ナビ

一
般
不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成

　

人
工
授
精
に
よ
る
不
妊
治
療
を
受
け
た

夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
て
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

・�

夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両

者
が
申
請
日
お
よ
び
助
成
期
間
に
お
い

て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

・�

夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

・�

健
康
保
険
に
加
入
、
ま
た
は
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
こ
と

・�

助
成
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
治
療
に
つ

い
て
、
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
助
成
期
間　

治
療
を
開
始
し
た
月
か
ら

起
算
し
て
24
月
以
内

●
助
成
金
額　

10
万
円
以
内

●
申
請
期
日　

助
成
期
間
が
終
了
し
た
日

か
ら
１
年
以
内

　
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

移
住
者
向
け
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
金

　

市
で
は
、
本
市
に
移
住
す
る
人
が
空
き

家
を
購
入
し
て
居
住
す
る
場
合
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
お
よ
び
不
要
物
の
撤
去
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①�

自
ら
が
住
む
た
め
に
空
き
家
を
購
入
す

る
人

②�

市
外
在
住
者
、
ま
た
は
本
市
に
転
入
し

て
２
年
未
満
の
人

③�
本
市
に
転
入
す
る
前
に
２
年
以
上
継
続

し
て
市
外
に
居
住
し
て
い
た
人

●
対
象
物
件　

都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ

ン
ク
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
な

ど

●
助
成
金
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
空
き
家
改
修
工
事
は
上
限
50
万
円
、

不
要
物
撤
去
は
上
限
10
万
円
）

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告･

住
民
税
申
告
時
の
社
会
保

険
料
控
除
の
た
め
に
使
用
す
る
国
民
健
康

保
険
税
納
付
証
明
書
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
納
付
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納
付

証
明
書
を
、
１
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人
が
、

窓
口
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人
が
窓
口
で

交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の
と
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※�

委
任
状
は
、
①
証
明
書
が
必
要
な
人
の

住
所
・
氏
名
・
押
印
、
②
代
理
申
請
お

よ
び
受
領
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
、
③

ど
の
年
の
納
付
証
明
の
発
行
を
委
任
す

る
か
の
３
点
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、

様
式
は
問
い
ま
せ
ん

　
保
険
年
金
課　

☎
23

－

７
１
４
４

　
　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

林
業
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
は
、
10
月
ま
で
に
林
業
労
働
死

亡
災
害
が
３
件
、
４
日
以
上
の
休
業
災
害

が
96
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
林
業
災
害
の

多
く
は
伐
採
作
業
中
に
発
生
し
て
い
て
、

一
瞬
の
気
の
緩
み
が
災
害
を
招
き
ま
す
。

安
全
対
策
の
徹
底
や
、
労
働
災
害
防
止
に

向
け
た
基
本
的
ル
ー
ル
の
遵
守
に
つ
い
て

再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
の
予
防

や
蜂
刺
さ
れ
に
よ
る
事
故
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２
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ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

｢

池い
け
の
う
え
じ
ょ
う
あ
と

之
上
城
跡
の
出
土
品｣

　

池
之
上
城
は
、
市
の
名
前
の
由
来
と

な
っ
た
城
「
都
城
」
を
構
成
す
る
曲く
る
わ輪

の
一
つ
で
す
。
都
城
盆
地
を
統
一
し
た

８
代
北ほ
ん
ご
う郷
忠た
だ
す
け相
が
、
16
世
紀
前
半
に
築

城
し
、「
都
城
」
の
西
側
に
あ
っ
た
「
長

池
」
に
ち
な
ん
で
、「
池
之
上
城
」
と
名

付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
６
年
に
市
が
行
っ
た
発
掘
調
査

で
は
、
こ
の
場
所
か
ら
貴
重
な
舶
載
陶

磁
器
な
ど
が
数
多
く
見
つ
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
屋
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
古
絵
図
に
は
、

北
郷
氏
の
重
臣
ら
と
併
せ
て
、
10
代
北

郷
時と
き
ひ
さ久

の
娘
で
あ
る
池
之
上
が
住
ん
で

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

池
之
上
は
、
夫
で
あ
る
垂
水
城
主
島

津
以も
ち
ひ
さ久

と
離
別
し
、
実
家
に
戻
っ
て
い

ま
す
。
嫁
ぎ
先
に
残
し
た
二
人
の
子
ど

も
は
、
朝
鮮
出
兵
や
関
ヶ
原
の
戦
い
で

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

城
跡
か
ら

出
土
し
た
品

の
中
に
は
、

彼
女
が
愛
用

し
た
物
も
含

ま
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

島
津
久
倫
は
、
二
十
一
代
久ひ
さ
と
し般
が
19

歳
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
11
歳
と
い
う

若
さ
で
二
十
二
代
領
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
都
城
島
津
氏
領
は
、
度
重

な
る
災
害
な
ど
に
よ
り
、
借
金
が
膨
ら

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
久
倫
は
、

財
政
状
況
の
改
善
と
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
、
観か
ん
の
ん
ぜ

音
瀬
（
高
城
町
有
水
、
高

崎
町
縄
瀬
）
の
大
規
模
改
修
を
行
い
ま

し
た
。
当
時
の
大
淀
川
は
、
観
音
瀬
か

ら
去さ
る

川か
わ

（
宮
崎
市
高
岡
町
）
の
間
が
急

流
で
大
き
な
岩
が
多
く
、
水
運
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
都
城

か
ら
宮
崎
ま
で
、
船
で
通
れ
る
よ
う
に

改
修
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
久
倫
は
、
安
永
７
年
（
１
７
７

８
）
に
後
の
明
道
館
と
な
る
稽け
い
こ
じ
ょ

古
所
を
、

安
永
９
年
（
１
７
８
０
）
に
は
、
武
道

を
学
ぶ
講
武
館
を
設
置
し
、
文
武
両
道

を
奨
励
し
ま
し
た
。

　

姿
勢
よ
く
正
座
し
た
こ
の
肖
像
画
に

は
、
多
く
の
事
業
を
成
功
さ
せ
た
領
主

の
威
厳
に
満
ち
た
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

「
島し
ま
づ津

久ひ
さ
と
も倫

像
」

図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P17をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館� ☎ 22-0239
高城図書館� ☎ 58-4224

今月おすすめの本

心の地雷を踏まないコツ・
踏んだときのコツ
根本裕幸（著）　日本実業出版社（出版）

　心の地雷の見つけ方や、相手を怒
らせた時の対処法、踏みやすい地雷
のパターンなどを解説。人付き合い
が楽しくなる本。

一般
挨拶のバカ力！　
1週間であなたは伝説になる	
金原亭世之介（著）　三五館（出版）

　あなたの才能を伸ばしてくれる、
７日間のあいさつテクニックを掲載。
あいさつのパワーを、科学的に解き
明かした１冊。

青空のかけら
S．E．デュラント（作）　杉田七重（訳）�
すずき出版（出版）

　今日すごいことが起きた！　わた
したちの部屋の床下から、手紙が出
てきたの。イギリスから届いた、愛
と信頼の物語。

青少年・児童
おとうさんの
クリスマスプレゼント	
スギヤマカナヨ（作）　赤ちゃんとママ社（出版）

　おじいちゃん、おとうさん、そし
てぼくとサンタクロースのおはなし。
子どもの頃のドキドキワクワクを思
い出す、クリスマス絵本。

幼児・児童

高 城 図 書 館 ●休 館 日／ 12月18日・20日・23日・27日～１月４日・９日・10日・15日　●開館時間／９：30�～18：00

□都城市立図書館 「 クリスマスや年末年始特集」「 年末年始の家しごと」ほか
□高 城 図 書 館 � 「 今月の献立（ パーティー料理）」「 えほん福袋」ほか特設コーナー

●休 館 日／�12月19日・23日・26日・28日～１月４日・９日・10日　　　　●開館時間／９：30�～18：50　都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

一般
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このコーナーでは、寄せられた「 わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

10月号
都
城
で
大
相
撲
が
開
催
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
亡
き

義
父
と
主
人
が
い
た
ら
喜
ん
で
見
に
行
く
だ
ろ
う

と
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
特
に
義
父
は
元
気
な
頃
、
相

撲
の
巡
業
が
あ
る
と
、
他
県
ま
で
見
に
出
掛
け
て
い
ま
し

た
。
都
城
場
所
も
大
盛
況
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
鷹
尾
三
丁
目
　
ミ
ー
子
さ
ん
）

志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
前
を
通
る
た
び
に
子
ど

も
た
ち
と
早
く
遊
び
た
い
ね
、
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
分
か
り
、
親
子

で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。	

（
郡
元
町
　
Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
）

若
い
時
は
都
会
に
憧
れ
、
数
年
間
上
京
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
青
空
の
見
え
な
い
空
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル

に
慣
れ
ず
、
帰
郷
。
賃
金
は
安
く
て
も
そ
の
分
物
価
も
安

く
、
絆
の
結
べ
る
都
城
で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
年
齢
を

重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

（
鷹
尾
一
丁
目
　
ド
ラ
ミ
の
母
さ
ん
）

観
光
で
都
城
を
訪
れ
、
都
城
島
津
邸
を
見
学
。
そ
の
積
み

重
ね
ら
れ
た
歴
史
の
深
さ
に
強
く
感
動
し
ま
し
た
。
私
た

ち
の
祖
先
と
も
い
え
る
島
津
氏
を
改
め
て
誇
り
に
思
い
、

鹿
児
島
県
民
と
都
城
市
民
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
市
　
よ
か
い
も
・
か
ら
い
も
さ
ん
）

人
の
風
景
で
紹
介
さ
れ
た
、
五
十
川
和
彦
さ
ん
。
教
職
を

辞
め
、
ベ
ル
リ
ン
へ
創
作
活
動
の
勉
強
に
行
く
な
ん
て
、

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
人
生
を
送
り
た
い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

（
久
保
原
町
　
オ
ダ
チ
ャ
ン
）

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

■10月号クイズの結果【 応募総数73通】
　◎正解／①英作 ②10

広報都城

①�中心市街地中核施設がいよいよ着工。オープ
ンは、平成◯◯年春を予定。

問

答

②�夜を彩るまちなか◯◯◯ネーション。１月９
日㈪まで点灯しています。

問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

　10月12日、今 年
の中国語講座が無事
終了しました。１カ
月半の間、皆さんと
楽しい時間を過ごす
ことができ、とても

満足しています。
　受講者は、お年寄りもいれば若い女性もいて、また
中国語がさっぱり分からない人もいれば、ペラペラ話
せる人もいるなど、さまざまでした。中国で16年間教
師をしてきた私にとって、日本で初めての試みでした
が、中国語をアルファベット表記するピンインやあい
さつの言葉、日常会話、中日文化の違い、そして、友好
交流都市である重慶市江津区の20年間の発展など、よ
り多くのことを皆さんに伝えることができるように、
精一杯がんばりました。
　毎週水曜日の講座は本当に楽しかったです。受講者
は、一生懸命にメモを取りながら聞いていて、質問し
たり感想を共有したりするなど、楽しい時間はあっと
いう間に過ぎま
した。中国を愛す
る皆さんと一緒
に中国文化を味
わいながら、忘
れがたい思い出
がいっぱいでき
ました。皆さん、
シェーシェー！

交流員国際
ひとりごと

Vol. ３

の

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295

皆さん、
シェーシェー！

張
ちょうえい
穎さん
（中国）



POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

施設案内 ※12月16日～１月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　11月28日㈪～１月４日㈬
　◎ 収蔵作品展　UMK寄託作品による「瑛九芸術の迷宮へ」
　　１月５日㈭～２月26日㈰

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　　※毎週土曜日は、小・中学生は無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　12月29日㈭～１月３日㈫
　◎企画展「刀展」　 平成29年１月９日㈪まで　

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
                         12月29日㈭～１月２日㈪
　 ◎収蔵史料展「都城と都城島津家」
　　12月３日㈯～１月15日㈰
　　一般210円、高校・大学生160円、小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　12月29日㈭～１月３日㈫

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
　開館時間 ９：00～17：00
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　12月31日㈯～１月６日㈮

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　12月29日㈭～１月３日㈫

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町）  ☎58-6900
　開館時間 10：00 ～ 16：00
　入 館 料 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　　　12月19日㈪～１月23日㈪

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
　 開館時間 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日、12月22日㈭～１月８日㈰の冬休
　み期間は19：00 ～ 22：00も開館
　入 館 料 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
　◎年越し星見会　12月31日㈯　17：00～

【道の駅山之口特産品の詰め合わせ ２人】
読者プレゼント
今月の 

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者
(株)道の駅山之口（ 山之口町山之口）　☎️57-5222

　人気の特産品の詰め
合わせ。山之口ならで
はの味覚をお届けしま
す。12月20日 ㈫ ま で
は、全国発送にも対応
したギフトセットなど
も販売しています。ぜ
ひ、活用ください。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や12月号を読んだ感
想を書いて〒885ー 8555�秘書広報課まで。正解
者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

◎ 応募締め切り　12月31日㈯�当日消印有効
◎ 当 選 者 発 表　本紙２月号
◎ 10月号当選者　阪本清美さん（五十町）�他４人

※ 応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません

都城市役所 秘書広報課 行
　（ 広報都城  No.132   2016年12月号）



ウオーキング
で健康づくり!  

　今回、プロ野球ドラフト会議で指名された柳投手や山本
投手。そして、春の高校バレーへの切符を勝ち取った都城
工業男子バレー部の活躍など、若者たちのうれしいニュー
スが続いています。
　小学生３兄弟の母としては「どうしたら、頑張れる子ど
もに育つの」と親御さんに聞いてみたくて仕方がないで
す。そう言えば、彼らと話して気付くのは「はきはきした
あいさつ」。まずは、我が家の３兄弟と一緒に「笑顔であ
いさつ」を頑張るぞと思う今日この頃です。（智）

市役所の開庁時間    平日８：30～17：15��※土・日・祝日は閉庁

■ 毎週木曜日　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■ 土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除く）
　※12月29日㈭～１月３日㈫は閉庁

番組紹介
■ BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
� ①�6：50�～� ②11：50�～� ③17：50�～
� ④20：50�～� ⑤22：50�～
■ MRTラジオ（AM 放送 936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■ シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

編 集 後 記

みやこのじょうウオーキングマップ活用術⑦

沖水地区：２つの沖水自然満喫コース
季節の草花や渡り鳥など、ほほ笑ましい自然の風景を楽しむコース

　沖水地区では、沖水橋か
ら乙房橋までの堤防を歩く
コースと、南日本酪農協同
(株)都城工場から高木町の
浜
は ま み や い け

宮池までを歩く、交通安
全に配慮した２つのコース
を提案しています。
　これらのコースでは、雄
大な霧島山を背景に愛らし
く咲き誇る草花や、渡り鳥

など、季節の移り変わりを楽しむことができます。そ
して、これからの季節、熱気球の飛行も、盆地の風景と
して、地域の人たちに親しまれています。
　２月には、体力増進と交
流を深める沖水地区健康
づくりウオーキング大会
を、堤防コースで企画する
など、まちづくりにも役立
てています。

沖水地区健康づくり会
会長　平山　和子さん

インフォメーション

●日時　１月15日㈰
　　　　開演17：00（開場16：30）
●料金　全席自由　一般1000円、高校生以下500円
　　　　※未就学児は入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

　脚本から出演まで市民
でつくる市民参加型の舞台。
今回は高校の演劇部を舞
台に、都城の歴史と現在が
詰まったお話です。

“ドラマをつくる会”スマイルみやこんじょ 第８回公演

ふちもふち×こめもこめ～あなたと私のおくりもの～

平成28年11月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,228世帯 -6 -1,307
人口総数 163,933人 -32 -1,390
男　　性 77,085人 15 -456
女　　性 86,848人 -47 -934
※平成27年国勢調査確定値に基づく推計人口です

都城市現住人口

今月の表紙
勇壮な高木揚げ馬祭り
　都城島津家の若殿が、参勤
交代で江戸に上る途中、都城
島津家の安泰と道中の無事を
祈ったとされる祭礼の様子を
再現する高木揚げ馬祭りが11
月２日、３年振りに南方神社
で開催れました。
　詰め掛けたたくさんの観客
が見守る中、勇壮な揚げ馬の
奉納や多彩な演舞が披露され
ました。

●日時　12月23日㈮
　　　　①10：30～、②14：00～
●料金　小学生以上500円　※未就学児は無料
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

　駅を舞台にした不思議で
心温まるお芝居を、劇団こふ
く劇場が演じます。
　観客も舞台に上がったり、
出演者になったりして、親子
で楽しめるお芝居です。

親子で楽しむお芝居「カチカチリンカリンカ」

スマートフォンで
も市政情報を発信
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